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【 背景 、 目的 】  

顆粒水和剤は 、 作業者への安全性向上や有効成分の高濃度化が可能であ る 等の利点があ

り 、 近年使用が増加傾向にあ る製剤型であ る 。 顆粒水和剤の製剤設計にあ た り 、 水中崩壊

性は非常に重要なパ ラ メ ーター と な る 。 水中崩壊性に影響を及ぼす因子 と し ては 、 一般的

に有効成分の融点や水溶解度 と いっ た物理化学的性質が挙げ ら れ 、 低い融点や高い水溶解

度等の場合 、 水中崩壊性が悪 く な る ケースがあ る 。  

今回 、 我々は 、 融点や水溶解度に明 ら かな問題が無い有効成分 A （ 融点約 110 ℃ 、 水溶

解度 10ppm 以下 ） お よび有効成分 B （ 融点約 180 ℃ 、 水溶解度 10ppm 以下 ） を配合 し た顆

粒水和剤の製造性について検討し た と こ ろ 、 同 じ乾燥温度 （ 60℃ ） であ っ て も 他の乾燥条

件の違いに よ り 、 水中崩壊性に大き な差が生じ る こ と が判明し た 。 得 ら れた製剤の相違点

と し て 、 崩壊性の良好な製剤は水分量が約1% 、 不良な製剤は水分量が約5%であ っ た 。 製剤

乾燥時の水分変化 、 温度および時間が水中崩壊性に与え る 影響について若干の知見を得た

ので報告する 。  

【 方法 】  

有効成分 A と Ｂ を含有する 顆粒水和剤において 、 水分量 、 温度および時間の各条件を変

更し 、 加熱処理後の水中崩壊性を測定 、 その関係について評価し た 。 ま た 、 有効成分Ａ単

独 （ 又は Ｂ 単独 ） で同様の試験を実施し 、 傾向を確認し た 。  

【 結果 】  

 高水分量の時 、 低温で も 水中崩壊性の悪化が確認 さ れたが 、 低水分量では水中崩壊性の

悪化は確認 さ れなかっ た 。 ま た 、 有効成分Ａ単独 （ 又は Ｂ 単独 ） では 、 高水分量の時で も

熱履歴に関わ ら ず水中崩壊性の悪化は認め ら れなかっ た 。 こ れ ら の結果を も と に 、 水分量

と 熱履歴の相関性について解析を行っ た 。  

 

 

 Correlation between Water Content ／ Drying Condition and Degradation of Disintegrability in Water of 

Water Dispersible Granules 

○Niiha Sasakura, Atsushi Tachiiri and Yuka Ozono (Mitsui Chemicals Agro, Inc.)  

Even if the drying temperature was the same, difference in disintegrability in water of water dispersible 

granule was recognized due to the difference in drying conditions.  Effects of kinds of active ingredients, 

water content and drying conditions on disintegrability in water were investigated.  We found degradation of 

disintegrability in water at low temperature under specific combination of active ingredients and high water 

content conditions. 
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